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このたびの東日本大震災に際して確信したことは、従来の安全保障政
策では国民の生活を守りきれない、ということだ。
本書で主張する食料安全保障政策は、国民生活の根底から導き出し
たものであり、どのような事態が起きようとも日本の食卓を守りきるた
めに、必ず実現しなければならない。

「米国をはじめとする欧米先進諸国の食料自給率・輸出力の高さは、手厚
い国家戦略的支援の証」「日本人の『公共材』である自らの食料をどう確
保するか、そのための政策だという認識が必要」「農業への戦略的支援が
少ないという現実では、戦略的に食料生産を位置づけ、国内供給を満た
すのは当たり前…」　（鈴木宣弘・東京大学大学院農学生命研究科教授　本文より）
「多くの国民は、食料自給率の低下に対して明らかに不安を抱いている。
一方で、自給率向上を傘にした農業保護のために過度な税金が投入され
ているのではないかという疑念も同時にもっている。この納税者の不安と疑
念を解き、納税者と農家が共同して日本の農業生産を論じ、国民が農業
を尊重し、食料確保の意義を分かち合い、消費者の食卓を通じて家庭が
潤い、米の備蓄を通じて世界の食料安全保障に寄与し、同時に農業関
係者が豊かになる…」　（若松謙維　本文より）
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